
宣 言 日 令和　　５年　６　月　９　日

住 所 さいたま市南区沼影 1-11-1

県 内 企 業 等 の 名 称 高田製薬株式会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役社長　髙田浩樹

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

経済

環境に配慮した原材料を用いた製品を開発す
る

＜（現状値）2022年の数値＞
製品化件数：0件（累計）

＜2030年に向けた指標＞

２件（累計）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

1件（累計）

社会

従業員の年次有給休暇取得率向上を図るとと
もに、社会貢献活動の一環として寄贈活動を積
極的に実施する。
＜（現状値）２０２２年数値＞
①有給休暇平均取得率：73.6％(取得日数/付
与日数)
②寄贈活動：0団体(現状は実施なし)

＜2030年に向けた指標＞

①80％以上の維持　②３団体(５回/年)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①80％　②2団体(3回/年)

当社は、「飲みやすく 使いやすい くすり」を提供することで、患者さんや医療関係者に貢献するとともに、企業倫理
と透明性の維持を図り、地域社会の発展に寄与し、地球環境を守ることで、SDGｓの達成に貢献していく。

指　標

環境

全事業所・営業所にて発生する温室効果ガス排
出量（Scope１，Scope２）について削減を図
る。
＜（現状値）2021年の数値＞
温室効果ガス排出量：14,324t-Co2/年
(Scope1、Scope２合算)

＜2030年に向けた指標＞

８,３０８t-CO2/年 （2021年比 ４２％削減）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

11,660t-CO2/年 （2021年比 18.6％削減）

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

高田製薬株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

記


